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竣工年:本銭:1部 O年(昭和 35年)

刻館:1981年{昭和 56年)

新館:1989年(平成元年)

攻修年:2006キ(平成 18

用 途事務所ピル〈改修前後とも)

建物所害者:¥抹松居平田設計

改修設計者:j鶴松器平限設計

改修施工者:清水建設側、{憾関震工

新菱冷熱主業(捕、三建設犠工業鰯

東邦レオ側、側日比谷アメニス、屈島ル…フイング暢

赤坂御所に隣接する松出王子出設計本社ピルは、 1960年(路手口 35年)に本館を建設後、 1981年(昭和 56
年)の別錦、 1989年{平成元年)の新鎗と、増築を議ねてきた 3械が寄り謡うように連結した集合体ピル

で、本館総設から必年を経て、次の 50年を見据えた事務所創立 75J議年記念事業として建て替えでなく改

修を選択した。

時高 2.9メ…トルという殺しい制約下で執務空間としての機能性と開放!惑を手え、向時に変期的なオ

フィススペースの一体化を阿るため、 3擦の中央付近の床を後く「減築jにより、 3贈を貫く吹き抜けと

措段を新設して、 3主体的な視線と動線の広がりを確保するコミュニケーションボイドとしている。同時

に太陽高患にあわせてずらしたこの吹き抜けからトップライトに向けて7Gと見を導き、更にその先の社

長が憩い鋭季の変化を楽しむ起:上緑化に塗るまで、全てを… 貫した自然環境指南で作り込んでいる。A

設炭素繊維シート巻きの耐震檎強や、 品人当たり説i縞1.8メート 1レを1.4メートルにスペ…ス効率を上

げる家具工一事を含め、 トイレ、会議案の入れ持え、設繍シャフトの得醍置など、 lフロアごとに改修を

進める愚到な計闘により、桜施設に移転することごとく全てを模か 6ヶ丹聞の居ながら工事で完成させてい

る。

設鱗維持保全については、自社どレの改修にあたって可龍な限りの環読に配嘉した取り組みをしてい

る。既存の室内空諮に新設された*'イド担問を科爵した自然換気による換気援の向上、建物緑化、

緑化、外壁断熱材およびベアガラスによる断熱性能の向上また氷議熱システムの採用によって人工排熱

畿の低減を割っている。議拘空聞の天井は空諜機、照明器具をユニット化し、再科用できるようにユニッ

ト部材化して将来のレイアウト変更にも対応できるようにしている。トイレ詑浄水には雨水平IJ期設備、

第水剥器具を採吊している。これらを総合して CASI述 E改修 Sランクの認証を受けている。竣工年次の

違うどルの今後の設備の維持保全計画はさき謡設議、給排水設備、電気設備などその機器に応じて 5年か

ら 10 年、 15 年、 20年の更新計i関i~持っている。
外装・躯体以外の始ど全てを入れ替えた様々な環境投機の集積は、地球灘境の保全、知的生産性の向

上という時代の要請に応えるだけで、なしそれをストック剥社会における新しいりノベーションモデル

として、また、所員に対する教材・実験装置として、環壌主主識改革のメッセージをよ主体的な楼で社舟外

{撮影:日暮写真事務所)

るもので、もある。

赤坂郵所の石畿に速なる 1階アブロ…チ部分のお穣保存など、

し方に、これからも永くこのどルを寵い腕けていくことを期待さ

みとなっている O 

BELCA NEWS 119~号、 (2009.3) 17 


